
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：（二）千種川水系千種川多賀橋上部

工工事
�２ 発 注 者：兵庫県光都土木事務所
�３ 工事場所：兵庫県佐用郡佐用町多賀地内
�４ 工 期：平成２５年７月１日～

平成２７年３月２５日
�５ 構造形式：２径間連続プレビーム合成桁橋
本工事は平成２１年８月に台風９号による豪雨災
害によって甚大な被害をもたらした千種川流域の
災害対策を強化することを目的とした災害復旧・
復興事業であり、その中の河川改修にともなう橋
梁の架け替え工事である。

２．現場における課題

発注時の上部工架設は、渇水期に橋台・橋脚間
の河川を埋め立て、橋脚近傍に３６０ｔクレーンを
据え付けてプレビーム桁を架設する計画になって
いた（図―１）。しかし、実施工では下部工工事の
遅れにより、渇水期に河川内から主桁架設を行う
ことが不可能となった。また、復興事業の完了年
度の関係により、次年度の渇水期まで架設を延期
することができないということもあり、出水期に
架設を行う必要が生じた。そのため、出水期に如

何にしてプレビーム桁を架設するかが課題であっ
た。尚、両橋台背面には民家と道路が存在するた
め、架設桁を用いた架設は不可能であった。

３．課題に対する解決策

課題に対する解決策として、出水期におけるプ
レビーム桁の架設方法を３案考案したので、それ
について以下に述べる。
（提案１）作業構台＋３６０ｔクレーン架設
長所としては、３６０ｔクレーンを使用するため
作業半径が大きく取れ、作業構台を小さくできる。
短所としては、河川内に作業構台を構築するため
河川阻害率が大きく、工事費も高くなる（図―２）。
（提案２）作業構台＋１６０ｔクレーン架設
長所としては、１６０ｔクレーンを使用するため
提案１よりも作業構台の耐力を小さくできる。短
所としては、１６０t クレーンを使用するため作業
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図―１ 発注時架設計画
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半径が小さく、作業構台のスペースを大きくする
必要がある。また、河川内に作業構台を構築する
ため提案１と同じく河川阻害率が大きく、工事費
も高くなる（図―３）。
（提案３）両対岸から３６０ｔクレーン架設
長所としては、３６０ｔクレーンを使用するため
提案１と同じく作業半径を大きく取れる。また、
河川内に作業構台を必要とせずベントを１基設置
するのみで良いため、河川阻害率が最も小さく、
工事費も安くなる。短所は、３６０ｔクレーンの移
動が必要となるため組立解体の回数が増える。ま
た、現橋の多賀橋の１車線を使用してプレビーム
桁の地組を行う必要があるため、片側交互通行規
制をともなう架設となる（図―４）。
千種川はオオサンショウウオや鮎の生息流域で
もあることから、前述の３案の架設方法の中で、
河川へ及ぼす影響が最も少ない提案３を採用する
ことにした。

４．架設状況

実際に施工を行った出水期における架設状況を

図―５と図―６に示す。

５．おわりに

下部工工事の遅れと復興事業の完了年度の関係
により、河川流量の多い出水期にプレビーム桁の
架設を行うことを余儀なくされたが、架設方法の
工夫により安全に架設を完了することができた。
また、工事全体についても工期内に無事施工を完
了することができた。

図―３ 作業構台＋１６０t クレーン架設案

図―４ 両対岸から３６０t クレーン架設案

図―５ 河川内ベンド設置状況

図―６ ３６０t クレーンによる架設状況

図―２ 作業構台＋３６０t クレーン架設案
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